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25_滋賀県
①学校運営上の

課題
教職員の時間外勤

務の是正

教職員の時間外勤務が深刻な
状況となっている。時間外勤務
の縮減や働きやすい職場づくり
によって「学校における働き方
改革」を進めることが課題と
なっている。

県が直接実施する「研修会」や「ＣＳアド
バイザー派遣」を通して、「地域と学校が
連携・協働することのよさ」を伝えていく。
地域と学校の連携・協働によって、現在
教職員が担っている業務を地域学校協
働活動推進員や地域コーディネーター、
ボランティア等と分担したり、協力して行
う。

地域と学校の連携・協働によっ
て教職員の業務負担が軽減さ
れ、「学校における働き方改革」
につながる。

・（昨年度よりも）「地域と
学校の連携・協働によっ
て、『学校における働き方
改革』につながった。」と回
答する学校のパーセン
テージ

％ 50 70.3 4

・県が直接実施する「研修会」や「ＣＳアドバイザー派遣」を通
して、「地域と学校が連携・協働することのよさ」を伝えた。
・各市町も地域住民や教職員向けに研修会を実施しており、
地域と学校の連携・協働によって、現在教職員が担っている
業務を地域学校協働活動推進員や地域コーディネーター、
ボランティア等と分担し、協力して行うなど、大きな成果が
あった。
・負担が増えた、教育課程に組み込めていない、働き方改革
につながるにはほど遠い、などの課題がある。
・取組の質的向上をめざして、「みつめなおして、よりよく」を
合言葉に、研修会の開催、市町立学校へのＣＳアドバイザー
派遣を検討する。

25_滋賀県
①学校運営上の

課題
社会に開かれた教
育課程への対応

社会に開かれた教育課程につ
いての教職員の理解が進んで
いない。地域と学校の連携・協
働によって、子どもたちの主体
的な学びや学びの深まりを保
障することが課題となってい
る。

県が直接実施する「研修会」や「ＣＳアド
バイザー派遣」を通して、社会に開かれ
た教育課程の理念や地域と学校が連
携・協働することのよさについて伝え、教
職員の理解を深める。

地域と学校の連携・協働によっ
て社会に開かれた教育課程が
実現し、そのことで、子どもたち
が主体的に学んだり、学びを深
めたりすることができる。

・（昨年度よりも）「地域と
学校の連携・協働によっ
て、子どもの主体的な学び
につながったり、子どもの
学びが深まったりした。」と
回答する学校のパーセン
テージ

％ 70 85.7 4

・県が直接実施する「研修会」や「ＣＳアドバイザー派遣」を通
して、社会に開かれた教育課程の理念や地域と学校が連
携・協働することのよさについて伝えた。
・各市町の地域住民や教職員向け研修会の実施により、教
職員の理解が深まると同時に、子どもの主体的な学びにつ
ながったと思われる。
・義務感がある、教職員の理解が進んでいない、子どもがお
客さんになっている、などの課題がある。
・取組の質的向上をめざして、「みつめなおして、よりよく」を
合言葉に、研修会の開催、市町立学校へのＣＳアドバイザー
派遣を検討する。
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